
（別紙３）

～ 令和8年　2月　15日

（対象者数） 18 （回答者数） 17

～ 令和8年　2月　15日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
職員間で児童の様子を日々情報交換することで、個々の特性

や興味・関心等に合わせた活動を行って参ります

2
季節を感じられる活動を取り入れ、子どもたちが様々な事を

体験できるようにして参ります

3
隣接する同法人の他事業所間では必要に応じて人員配置や緊

急時などの協力体制をとって参ります

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域で開催されるイベントなどに参加することで交流を増や

していく

2
ＨＰやお便り、面談等にて周知をはかり、活動内容も含め丁

寧に発信していく

3

どういった研修をご希望か伺う機会を作っていければと思

う、また他機関で実施している研修会を参考にしながら実施

に繋げていければと思います

○事業所名 放課後等デイサービスおれんじ

○保護者評価実施期間
令和8年　1月　15日

○保護者評価有効回答数

令和8年　1月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

ご家族に対して家族支援プログラム（ペアレント・トレーニ

ング等）やご家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等

が行われていない

ペアレントトレーニングの知識がある職員がいない

また他機関で実施されている研修会等の案内もできていな

かった

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流や地域の他のこどもと活

動する機会がない

地域の公園や長期休みを利用して商業施設に外出しているが

外出先での活動が目的となっているため交流する機会が少な

い

緊急時の対応や各マニュアルについて保護者様へ更なる周知

をする必要がある

避難訓練については今後も年2回継続していく

各マニュアルについては保護者様へ周知発信ができていない

ものもある

室内外共に環境面が整っている為、臨機応変な対応ができ、

支援に活かせている

室内が広く、状況に応じてパーテーションを使用し、個々に

合わせた環境を提供している

季節の行事がある

また、法人内の合同で行うイベント（秋祭り）では様々な方

たちとの交流を図る機会がある

大きな季節のイベントでは様々な方たちと交流が持てる様に

誰もが参加できる行事を開催している

隣接する同法人の他事業所や作業所の利用者様などと様々な

関わりが持てる

作業所で働く姿を身近に感じたり買い物体験などを取り入れ

ている

事業所における自己評価総括表公表


